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全国婦人新聞社発行所
本紙は女性の視点で平和と平等を推進します

日の10日に聞かれた世界女性会議報告会「北京発東京へ。そして明
日へJとミ都民による持ち込み企画ミから lつを紹介しよう。

首都の女性の拠点・東京ウィメンズプラザが11月10日オープン。
12日まで記念イベントが盛りだくさんに開催された。その中から初

グ
共
生
の
社
会
事
つ
く
り
4

ヘ

明
日
ヘ

F 

、

N
G
O
は
さ
ら
に
力
を

北
京
発
東
京
ヘ

「
北
京
発
東
京
へ
。
そ
し
て
明
日
へ
」

は
、
ぼ
う
頭
、
小
宮
山
洋
子
さ
ん

(
N

H
K解
説
委
員
)
が
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
縫
田
嘩
子
さ
ん
(
世
界
女
性
会
議

・
政
府
代
表
)
が
政
府
間
会
議
中
心
に

報
告
。
小
宮
山
さ
ん
は
、
北
欧
の
主
催

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
聞
い

た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
劃
首
相
(
女
性
)

の
一
言
葉
を
紹
介
。
「
女
性
問
題
に
つ
い

て
北
欧
の
先
進
性
に
つ
い
て
、
一
人
一

人
が
闘
っ
た
か
ら
こ
こ
ま
で
来
た
。
男

性
も
い
ろ
い
ろ
な
生
き
方
を
す
る
権
利

が
あ
る
と
北
欧
の
女
性
は
男
性
を
勇
気

づ
け
て
い
る
と
の
言
に
圧
倒
さ
れ
た
」

と
。
会
場
で
も
感
噴
の
た
め
患
。

縫
田
さ
ん
は
世
界
女
性
を
通
し
て
会

議
で
高
ら
か
に
叫
ば
れ
た
の
は
グ
女
性

+
右
か
ら
ヤ
ン
ソ
ン
、
山
下
、
斎
藤
事
九

+
左
か
ら
小
宮
山
(司
会
)
、
縫
田
さ
ん

の
権
利
は
人
権
で
あ
る
μ

と
い
う
こ
と

と
強
調
O

H

共
生
の
社
会
づ
く
り
H

の

た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
①
ジ
ェ
ン

ダ
l
の
視
点
(
女
性
の
視
点
)
②
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト
③
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

三
つ
を
あ
げ
た
。

こ
の
あ
と
糧
田
さ
ん
、
小
宮
山
さ
ん

(
司
会
)
に
山
下
泰
子
さ
ん
(
国
際
女

性
の
地
位
協
会
常
務
理
事
)
、
ャ
ン
ソ

ン
柳
沢
由
実
子
さ
ん

(
N
G
O
活
動

家
)
、
斎
藤
誠
さ
ん
(
日
弁
連
両
性
の

平
等
委
員
会
委
員
)
が
加
わ
り
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

ヤ
ン
ソ
ン
さ
ん
は
、
女
性
と
健
康
の

N
G
Oに
関
わ
っ
て
い
る
立
場
か
ら
、

行
動
綱
領
審
議
の
中
で
大
議
論
と
な
っ

た
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
/
ラ

イ
ツ
の
問
題
に
つ
い
て
「
人
口
問
題
は

長
く
国
家
の
人
口
管
理
の
問
題
と
し
て

考
え
ら
れ
て
き
た
。
七
0
年
代
末
に
な

っ
て
出
産
は
女
性
の
一
生
の
中
で
の
健

康
の
問
題
と
し
て
考
古
え
ち
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
出
産
に
つ
い
て
女
性
が

決
定
権
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
同
意
さ

れ
た
が
、
バ
チ
カ
ン
や
イ
ス
ラ
ム
園
の

反
対
で
大
変
わ
か
り
に
く
い
文
章
と
な

っ
た
。
し
か
し
〈
差
別
撤
廃
条
約
〉
で

は
わ
ず
か
一
項
で
あ
る
。
」
と
こ
の
十

年
間
で
価
値
観
が
大
き
く
変
化
し
た
こ

と
、
ま
た
変
わ
ろ
せ
な
け
れ
ば
な
ろ
な

い
こ
と
を
強
調
。

山
下
さ
ん
は
北
京
会
議
で
N
G
Oの

力
が
伝
え
ら
れ
た
が
、
日
本
の
N
G
O

も
帰
国
後
連
絡
体
を
作
り
、
も
っ
と
強

力
に
政
府
に
働
き
か
け
よ
う
と
い
う
組

織
が
で
き
動
き
始
め
た
乙
と
を
報
告
。

今
後
、

N
G
O閣
の
連
絡
、
協
力
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
。

斎
藤
さ
ん
は
日
弁
連
世
界
女
性
会
議

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
副
委
員
長
と
し

て
会
議
に
参
加
し
た
。
日
本
女
性
の
社

会
進
出
を
阻
む
シ
ス
テ
ム
と
し
て
専
業

主
婦
に
対
す
る
税
金
、
年
金
等
の
優
遇

東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
オ
l
ブ
ニ

措
置
が
あ
る
と
し
「
こ
の
た
め
に
M
型

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
固
定
し
パ

l
ト

の
賃
金
は
非
常
に
低
く
押
-
え
ら
れ
て
い

る
」
と
専
業
主
婦
優
遇
シ
ス
テ
ム
を
変

え
な
け
れ
ば
ダ
メ
と
強
調
し
た
。

今
後
の
あ
り
方
と
し
て
、
山
下
さ
ん

は
「
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
マ
シ
l
ナ
リ

ー
は
弱
い
。
ぜ
ひ
女
性
省
を
作
ち
せ
よ

う
」
。
斎
藤
さ
ん
は
、
日
本
教
育
の
中

に
人
権
教
育
が
な
く
、
若
い
世
代
へ
の

ひ
き
つ
ぎ
も
不
十
分
。
「
学
校
の
社
会

科
で
女
子
差
別
撤
廃
条
約
を
教
-
え
る
よ

う
に
な
れ
ば
・
:
」
と
い
う
。

こ
う
し
た
討
論
を
す
る
と
必
ず
横
文

字
の
言
葉
が
は
ん
乱
す
る
が
、
ヤ
ン
ソ

ン
さ
ん
は
「
日
本
語
に
訳
し
に
く
い
と

い
う
こ
と
自
体
、
日
本
に
人
権
や
女
性

の
視
点
の
概
念
が
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

み
ん
な
で
い
い
円
本
語
訳
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
/
先
人
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を

民
主
主
義
と
名
訳
し
た
よ
う
に
/
」

東
京
都
に
対
す
る
注
文
も
出
た
あ

と
、
縫
田
さ
ん
が
「
北
京
会
議
で
日
本

の
N
G
Oの
活
躍
に
は
感
銘
し
た
。
政

府
に
実
に
い
い
影
響
を
与
え
た
。
こ
の

関
係
を
維
持
し
た
い
。
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ

ラ
ザ
は
N
G
Oの
拠
点
と
な
り
、
都
は

政
府
と
の
接
点
の
役
目
を
果
た
し
て
ほ

し
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

ス内
J

エ
!
日
ア
ン
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
・
.. 

つ
づ
い
て
第
二
部
は
「
外
国
人
ゲ
ス

ト
ト
l
ク
」
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
公
使

ラ
l
シ
ュ
・
ヴ
ァ
リ
エ
ー
さ
ん
と
フ
ラ

ン
ス
人
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

・
コ
リ
ー

ヌ
・
ブ
レ
さ
ん
が
岡
沢
憲
芙
さ
ん
(
早

大
教
授
)
の
司
会
で
話
し
あ
っ
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
い
う
ま
で
も
な
く

男
女
平
等
先
進
国
。
女
性
は
国
会
議
員

の
四
一
刷
物
、
政
府
の
半
分
、
地
方
政
府

千一一一コ
シリ

三去
υ 
ユニ

軽妙にお国ぶりを語る

の
五
三
品
切
を
占
め
る
。
男
女
差
別
な
ど

な
し
0

フ
ラ
ン
ス
は
H
革
命
H

の
園
だ

が
、
女
性
議
員
の
率
わ
ず
か
六
俗
、
男

女
賃
金
差
も
ひ
ど
く
「
男
性
社
会
の
強

さ
、
並
み
で
は
な
い
」
(
ブ
レ
さ
ん
)
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
育
児
休
暇
十
二

カ
月
中
、
男
性
は
必
ず
一
カ
月
取
ら
な

り
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ル
l
ル
に
な

っ
て
お
り
、
そ
の
閣
の
所
得
補
償
も
十

分
。
片
や
フ
ラ
ン
ス
は
、
男
は
育
児
休

暇
を
殆
ど
と
ら
ず
、
統
計
に
よ
る
と
家

事
従
事
時
間
は
、
男
二
時
間
に
対
し
女

五
時
間
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
の
女
は
、

し
ぶ
と
く
、
ス
タ
ミ
ナ
も
あ
り
、
働
き

つ
づ
け
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
も
百
万
人
/

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
「
家
事
育
児
の

で
き
な
い
男
に
女
は
声
を
か
け
て
く
れ

ず
、
自
分
の
考
え
を
持
つ
女
性
を
男
性

は
魅
力
的
と
思
う
」
。
対
し
て
ブ
レ
さ

ん
が
「
フ
ラ
ン
ス
の
男
は
レ
ベ
ル
が
低

く
い
ま
だ
に
可
愛
い
い
女
を
求
め
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
女
は
パ

l
を
高
く
し
た

が
、
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
が
ふ
え
ち
ゃ
っ

た
f
」
に
満
場
大
笑
い
。

ロ
本
へ
の
注
文
で
、
男
女
平
等
に
ほ

ど
遠
い
現
状
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い

て
、
ブ
レ
さ
ん
は
「
管
理
社
会
を
な
く

せ
」
。
ラ
l
シ
ュ
さ
ん
は
「
女
性
が
ま

ず
ノ
!
と
い
う
乙
と
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
女
が
い
け
な
い
と
い
い
つ
づ
け
た
結

果
、
性
産
業
は
ま
ず
自
に
つ
か
ぬ
く
ら

い
減
っ
た
」
。
そ
し
て
、
ブ
レ
さ
ん
は
、

日
本
の
社
会
と
女
性
に
贈
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
、
と
言
わ
れ
、
一
言
「
闘
え
」
。

勢
サ
バ
イ
バ
ル
大
作
戦

働
く
女
性
が
元
気
に
ト
ー
ク

、
ザ
・
カ
イ
シ
ャ

都
民
に
よ
る
ρ
持
ち
込
み
一
企
画
H

の

一
つ
と
し
て
、
十
一
日
土
曜
日
の
午
後

に
は
東
京
O
L学
会
と
エ
フ
&
エ
ム
の

主
催
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
女
と
男

の
H

カ
イ
シ
ャ
μ
サ
パ
イ
パ
ル
大
作
戦
」

が
行
わ
れ
、
第
一
会
議
室
い
っ
ぱ
い
、

約
六
十
人
が
参
加
し
た
。

会
社
で
の
性
差
別
、
理
不
尽
な
人
事

に
怒
り
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
不
況
で
は

転
職
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
ち
明

ン
グ
イ
ベ
ン
ト

れ
な
い
で
。
職
場
で
孤
立
せ
ず
に
、
も

っ
と
気
楽
に
労
組
を
活
用
し
て
欲
し

い
」
と
積
極
的
加
入
を
呼
び
か
け
た
。

山
口
さ
ん
は
一
九
八
O
年
、
会
社
の

指
示
に
反
し
て
一
カ
月
の
長
期
有
給
休

暇
を
と
っ
た
と
し
て
処
分
を
受
け
た
乙

と
で
裁
判
(
最
高
裁
で
敗
訴
)
、
九
二

年
に
同
様
の
休
暇
を
と
り
、
懲
戒
解
題

さ
れ
た
。
つ
会
社
が
憲
法
H

と
い
う
企

業
中
心
社
会
、
働
き
方
に
少
し
で
も
風

穴
を
あ
け
た
い
」
と
い
う
の
が
長
期
休

暇
を
と
っ
た
主
な
理
由
。

「
解
雇
は
痛
か
っ
た
が
、
企
業
の
リ

ス
ト
ラ
抗
撃
に
対
抗
す
る
に
は
、
こ
ち

ら
も
抗
撃
的
に
や
る
し
か
な
い
。
ひ
ど

い
会
社
の
中
身
を
社
会
に
知
ら
せ
、
お

か
し
な
と
と
を
改
め
さ
せ
よ
う
。
サ
パ

イ
パ
ル
を
は
か
る
の
は
経
営
側
だ
〉
」
、

強
気
な
発
言
。

フ
リ
ー
に
な
る
前
、
朝
日
新
聞
社
に

約
八
年
勤
め
た
福
沢
さ
ん
は
、
自
身
の

グ
サ
パ
イ
パ
ル
体
験
H

を
話
し
た
。
入

社
し
て
記
者
の
過
酷
な
働
き
ぶ
り
(
長

時
間
労
働
)
に
篇
き
、
労
組
の
女
性
部

結
成
に
あ
た
っ
て
は
「
女
だ
か
ち
と
い

う
の
は
嫌
い
」
と
、
不
利
益
を
認
め
た

が
ら
な
い
女
性
が
多
い
の
に
驚
い
た
。

「
就
業
規
則
は
た
だ
の
紙
切
れ
」
。
疑

問
を
感
じ
た
が
、
言
い
出
せ
ず
、
暗
黒

の
日
々
が
三
年
続
い
た
。
入
社
五
年
で

「
や
り
た
い
仕
事
が
で
き
な
い
」
と
実

感
、
あ
と
五
年
を
メ
ド
に
「
フ
リ
l
ラ

ン
ス
転
職
計
画
」
を
た
て
た
。
一
年
で

十
二
人
の
編
集
者
に
会
う
、
お
金
を
貯

め
る
:
な
ど
な
ど
。

母
親
が
病
気
に
な
り
、
シ
フ
ト
勤
務

へ
の
匝
転
が
認
め
ろ
れ
な
か
っ
た
た

め
、
結
問
八
年
目
で
会
社
を
や
め
た
。

フ
リ
ー
に
な
っ
て
「
有
給
休
暇
を
一
度

も
と
っ
て
い
な
か
っ
た
」
こ
と
に
気
が

つ
い
た
。
編
集
の
職
場
は
八
劃
方
の
人

が
同
様
で
、
「
同
僚
に
迷
惑
を
か
り
る
」

「
記
者
は
自
分
を
労
働
者
と
思
っ
て
い

な
い
」
と
と
が
理
由
。
「
花
形
記
者
で

な
く
て
も
、
権
利
を
主
彊
し
て
い
い
ん

だ
よ
と
い
う
こ
と
を
、
後
輩
記
者
の
耳

元
で
さ
さ
や
き
た
い
」
と
言
う
。

会
場
か
ら
は
、
「
契
約
社
員
に
さ
せ

ら
れ
年
俸
が
百
三
十
万
円
ダ
ウ
ン
。
一

度
は
判
を
押
し
た
が
、
撤
回
で
闘
っ
て

い
る
。
団
交
の
合
い
聞
に
、
有
休
で
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
旅
行
し
、
気
分
転
換
し
て
き

た
」
と
、
元
気
な
発
言
。

「
会
社
に
自
己
実
現
を
求
め
る
の
で

な
く
、
会
社
を
利
用
し
、
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
を
は
か
り
、
や
り
た
い
乙
と
を
見

つ
け
る
。
会
社
の
常
識
に
従
っ
て
、
社

会
の
常
識
に
は
ず
れ
る
な
」
そ
ん
な
伊

藤
さ
ん
の
発
言
で
し
め
く
く
ら
れ
た
。

品
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品
関
連
会
社
に
勤
務
。
「
五
時
か
ら
女
」

を
自
称
、
夜
間
や
土
日
、
有
給
休
暇
を

利
用
し
て
、
女
性
の
労
働
紛
争
解
決
に

る
く
元
気
に
や
る
っ
き
ゃ
な
い
。
シ
ン
奔
走
し
て
い
る
。

ポ
は
「
会
社
の
ゆ
が
ん
だ
論
理
に
ま
か
労
組
結
成
前
か
ち
、
問
い
合
わ
せ
の

れ
る
こ
と
な
く
、
経
済
力
を
失
う
こ
と
電
話
は
ひ
っ
き
り
な
し
で
、
具
体
的
に

な
く
ど
う
や
っ
て
組
織
と
闘
い
、
っ
き
相
談
の
あ
っ
た
四
十
二
件
に
つ
い
て
交

合
っ
て
い
く
か
を
考
え
よ
う
」
(
主
催
渉
、
う
ち
三
十
件
を
団
交
(
会
社
と
の

者
)
と
い
う
も
の
で
、
福
沢
恵
子
(
ブ
話
し
合
い
)
で
解
決
し
た
。
本
人
が
会

リ
1
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
H
司
会
)
、
伊
社
に
労
組
加
入
を
伝
え
、
伊
藤
さ
ん
A
J

藤
み
ど
り
(
「
女
性
ユ
ニ
オ
ン
東
京
」
の
同
席
で
、
大
体
一
二
、
四
回
の
団
突
で

委
員
長
)
、
山
口
俊
明
(
元
時
事
通
信
結
着
す
る
ケ
l
ス
が
多
い
。

社
会
部
記
者
)
さ
ん
が
パ
、
ネ
ラ
1
。
「
勤
勉
に
働
い
て
も
、
一
生
安
泰
と

今
年
三
月
東
京
で
、
一
人
で
も
加
入
い
う
時
代
で
は
な
い
。
女
性
の
場
合
三

で
き
る
女
性
の
た
め
の
労
働
組
合
を
仲
十
歳
定
年
制
に
逆
戻
り
し
て
い
る
風
潮

聞
と
と
も
に
結
成
し
た
伊
藤
さ
ん
は
、
す
ち
感
じ
ち
れ
る
」
と
言
い
、
「
労
働

い
く
つ
か
の
職
場
を
経
て
、
現
在
医
薬
者
は
法
律
で
守
ら
れ
て
い
る
己
と
を
忘
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一

三

院

-

川

香

圃

E
・
E
・
四
個
咽
園
川
副
・
岨
咽
圃
畠
田
園
田

y

セ
l
ジ
を
仲
間
の
鳥
に
伝
え
て
く
れ
た
礼
を
う
れ
安
全
と
衣
食
住
を
も
と
め
て
女
性
は
縄
の
な
か
に
入

令

た
さ
を
感
じ
な
く
て
す
む
こ
と
で
あ
る
o
中
流
階
級
川
一
子
一

川

代

圃

・

・

悶

“

岨

四

岨

阻

凶

虫

閉

め

檎

話

国

a圃
・

圃

し
そ
う
に
商
人
に
い
っ
た
O

H

あ
の
鳥
は
わ
た
し
が
っ
て
行
く
。
夢
を
描
か
さ
れ
て
入
っ
た
結
婚
の
実
態

d
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
フ
ミ
?
奏
家
族
)
の
習
川
宏
、一

川

千

圃

圃

圃

・

圃

剛

陛

圃

陽

幽

眠

障

脇

田

町

園

田

園

自

由

を

か

ち

と

る

方
法
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
す
。
は
出
産
、
子
育
て
、
家
事
労
働
で
あ
る
き
だ
。

日

慣
か
ら
も
去
の
な
か
で
子
供
を
み
て
く
れ
る
家
族
坐
骨
一

1
1
1団
m
m
i
l
l
i
l
i
-
-
1
1
わ

た

し

が

す

べ

き

こ

と

は

死

容

主

だ

っ

た

の

で

イ

ン

ド

で

い

う

中

流

階

級

ま

、

日

本

人

の

考

え

る

川

主

川一

B
V

を
唱
え
る
の
が
容
易
で
あ
る
。
し
か
レ
、
家
の
こ
と
と
川
=
鉱制一

山

裾

イ
ス
ラ
l
ム
の
神
聖
書
人
ル
l
完
了
語
い
彼
女
を
手
放
せ
な
い
と
い
う
。
商
人
の
言
葉
を
聞
い
す
。
わ
た
し
が
ま
選
ん
だ
と
き
に
自
由
を
え
る
こ
中
流
で
は
な
く
む
し
主
届
の
人
々
の
こ
と
で
あ
る

の

仕
事
を
両
立
さ
せ
て
い
く
悩
み
は
な
く
は
な
い
。
生

研
一

川

長

た
唱
は
自
由
と
い
う
も
の
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
て
い
た
烏
た
ち
の
一
家
突
然
叫
皇
室
げ
、
枝
と
が
で
き
た
の
で
す
ご
主
人
様
、
永
久
に
さ
よ
(
イ
ン
ド
人
口
の
約
十
軒
)
長
選
夏
、
実
業
家
、

動

量
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
入
ら
な
い
で
仕
事
だ
り
出
し
一

川

⑩

る

か

ら

地

上

に

落

ち

て

し

ま

っ

た

。

鳥

は

死

ん

で

動

?
2な
ら

ム

大

学

教

授

、

公

務

員

、

医

者

、

エ

ン

ジ

ニ

ア

、

軍

人

噌

を
取
る
産
自
て
き
て
い
る
が
、
数
は
少
な
く
、
川
二
つ
一

山

戸

「
む
か
し
む
か
し
碕
人
で
あ
る
主
人
の
た
め
に
う
な
か
っ
た
。
商
人
妻
に
帰
る
と
か
と
の
鳥
に
、
何
生
き
る
た
め
に
愛
す
る
者
の
所
へ
行
く
た
め
に
な
ど
の
職
業
に
つ
い
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
壁
奈
台

耐
力

大
部
分
の
女
生
ま
離
婚
を
優
先
す
る
。
署
員
態
盟
一
じ
一

川

ン

た
を
歌
っ
て
い
た
一
羽
の
鳥
か
い
た
。
商
人
は
そ
の
が
起
こ
っ
た
か
わ
か
き
い
、
お
ま
え
の
メ
y

セ
l

は
、
命
を
投
げ
だ
す
こ
喜
え
必
要
で
あ
り
、
金
の

・

圃

園

翠

懇

綾

瀦

鶏

議

恒

を
知
っ
て
鳥
徳
川
ち
女
性
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
り
、
川
志
一

川

イ

鳥
皇
室
て
も
楽
し
み
に
し
返
事
気
に
入

i』

5
3
朝

関

議

機

線

機

議

事

選
に
入
れ
て
手
放
し
芝
れ
そ
う
に
な
い
夫
の
手
止
一
と
一

一s
ur村明
日

終

日

記

長

自

由

を

制

限

す

る

結

婚

羅

場

議

機

欝

品

家

に
捕
え
完
る
量
れ
て
女
性
が
逃
げ
て
し
草
川
一
匹

一
等
紅
白
号
忠
告

鳥
か
ご
引
っ
て
?
女
達
醸
鹿
鞠
数
藤
誠
℃
一内部町一一忌諸国吾川一彊

川
一
連
み
に
沈
み
、
と
ら
わ
れ
の
う
た
を
歌
っ
て
い
る
と
伝

j

J

・
4

、

一

園

田

際

機

鱗

響

機

題

、

/

著

し
て
女
性
の
価
値
は
結
婚
を
す
る
こ
と
で
与
え
完
川
ニ
且

パ

》

畠

・

圃

圃

園

田

瞳

顕

勝

畿

臆

臨

灘

醐

臨

闘

関

嬢

4-F
る
と
ふ
き
こ
ま
れ
て
き
た
。

盟

一守
J
一

川
引
ド
担

え
て
く
だ
さ
い
、
は
や
く
み
ん
な
と
再
会
し
、
木
々
ジ
を
伝
え
る
と
一
羽
の
鳥
が
地
面
に
落
ち
て
死
ん
で
皿
で
食
事
を
与
え
h
h
d
-

れ
、
簡
の
な
か
で
安
全
で
あ
っ
圃
園
田
掴
掴
掴
欄
摺
組
組
睡
眠
鵬
酌
魁
園
田
園
猷
臨
膨

=

1

.

H

二
ザ
八

一

川
町
議
の
あ
い
だ
富
由
に
飛
び
た
い
と
い
う
。
商
人
は
飽
し
ま
っ
た
と
答
え
ち
す
る
と
商
人
員
も
突
然
鳥
て
吉
宗
な
け
れ
ば
死
ん
だ
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
引
針
剖
引
剖
引
副

む

引

女

子

「

護

婦

人

の

た

め

の

、

ヴ
ェ
ー
ダ
の
一
塁
手

出
一
べ
一

ー
一
平
川
U

ニ
‘

ン
ス
カ
l
ラ
]
に
し
て
、
(
男
子
の
入
門
式
に
相
当
川
一
一
「
一

川
品
別
組
員
の
故
郷
に
い
く
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
、
私
書
下
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
商
人
は
、
自
分
の
人
こ
と
で
あ
る
。
性
の
場
合
、
夫
と
家
事
の
分
担
は
ほ
と
ん
ど
期
待
で

，

土

ユ

一

川
ぷ
が
愛
す
る
が
た
め
に
彼
女
属
簡
の
な
か
に
い
れ
ら
生
は
と
れ
で
お
わ
名
、
黒
死
ん
で
年
っ
た
と
こ
の
物
語
を
読
む
と
結
婚
制
度
を
考
え
て
し
ま
き
な
い
。

邑

す
べ
き
お
)
と
宣
べ

20夫
へ
の
奉
仕
は
、
川
三

一

川

?

で

い

る

。
彼
女
は
季
る
仲
間
た
ち
と
一
号
、
絶
望
の
声

3、
鳥
を
埋
ま
ろ
う
と

Z
ぅ
。
鳥
は
女
性
、
主
人
は
男
性
、
績
は
襲
撃
し
か
し
、
日
本
の
女
性
よ
り
恵
ま
れ
て
い
る
の
は

国

師
(
家
)
の
一
崖
に

1し
、
亘
書
号
、
川
二
性
一

川

み

自

由
な
気
持
ち
で
空
を
君
、
歌
い
た
い
と

錨麓聾鶴

う
す
く
ち
の
里
、
龍
野

江
藤
隆
美
氏
が

総
務
長
官
を
辞
め

て
く
れ
て
少
々
ホ

ッ
と
し
た
が
、
そ

れ
に
し
て
も
不
快

極
ま
る
で
ん
ま
つ

だ
。
大
体
、
あ
の

辞
任
の
弁
は
な
ん

だ
ろ
う
。
結
闇
辞
め
た
の
は
国

会
運
営
の
た
め
で
、
「
宗
教
法

人
法
改
正
案
の
成
立
が
危
ぶ
ま

れ
る
か
ら
」
責
任
を
感
じ
て
、

だ
そ
う
で
、
韓
国
問
題
の
カ
の

字
も
な
い

V
こ
ん
な
人
に
辞
め

ろ
と
言
-
え
な
い
首
相
に
も
情
口

な
い
を
通
り
越
し
あ
わ
れ
を
覚

え
る
ほ
ど
だ
が
、
結
胃
、
自
民

党
が
H

辞
め
る
必
要
な
し
H

の

態
度
な
ら
首
相
も
幹
事
長
も
何

も
言
え
ぬ
と
い
う
ら
し
い
。
自

民
党
の
代
議
士
会
に
江
藤
前
総

務
長
官
が
入
っ
て
戸
タ
¥
と
、
大

拍
手
で
、
理
え
ら
れ
る
と
乙
ろ
を

テ
レ
ビ
で
映
し
て
い
た
が
、
全

く
異
様
な
光
景
だ
っ
た

V
も

う
、
数
も
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど

ひ
ん
発
す
る
閣
僚
の
問
題
発

言
、
辞
任
劇
に
し
ろ
、
こ
の
拍

手
に
し
ろ
、
国
会
議
員
た
ち
に

江
藤
前
総
務
長
官
同
様
、
歴
史

認
識
の
全
く
な
い
人
が
大
勢
い

る
と
い
う
乙
と
だ
ろ
う
。
い
や
、

ホ
ン
ネ
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
ら
、

戦
前
の
皇
国
思
想
そ
の
ま
ま
の

人
が
多
数
派
で
は
な
い
か
と
思

う
。
恐
ろ
し
い
と
と
だ
V
戦
前

の
園
別
地
図
は
、
日
本
の
領
土

は
ま
っ
赤
に
塗
ら
れ
て
い
た
。

地
理
の
授
業
な
ど
で
、
白
地
図

に
赤
く
彩
色
し
な
が
ら
、
伺
の

疑
間
も
な
く
ρ
赤
く
塗
る
と
こ

ろ
H

が
も
っ
と
増
え
れ
ば
よ
い

と
思
っ
て
い
た
。
大
き
く
な
れ

ば
、
祖
国
は
も
っ
と
豊
か
に
な

る
と
軍
国
教
育
下
の
子
ど
も
は

無
邪
気
に
信
じ
て
い
た
。
赤
く

塗
ら
れ
て
し
ま
っ
た
国
の
痛
み

な
ど
考
え
る
乙
と
も
な
か
っ

た
。
そ
の
と
ろ
の
自
分
を
考
え

る
と
胸
が
痛
む
V
だ
が
、
戦
後

五
十
年
も
た
つ
て
い
っ
こ
う
踏

ま
れ
た
人
々
の
痛
み
が
わ
か
ち

な
い
、
わ
か
ろ
う
と
し
な
い
人

び
と
が
、
永
田
町
に
は
た
む
ろ

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
-
な
人
び
と
を
選
ん
だ
国
の

国
民
で
あ
る
乙
と
を
つ
く
づ
く

恥
ず
か
し
く
思
う
。

三
百
六
十
五
日
の

⑧ヒカシマル

お
い
し
さ
を
つ
く
る

白
壁
を
、
石
垣
を

緑
の
風
が
吹
き
ぬ
け
る
|

|

詩
情
あ
ふ
れ
る
小
京
都
と
し
て

歴
史
が
息
づ
く
播
州
龍
野
、

パネラ一、歩加者からも元気な発言があった

-
}
の
美
し
い
国
の

美
し
い
風
土
か
ら
、

お
い
し
さ
を
発
信
し
ま
す
。

ご
家
庭
に
旬
の
よ
ろ
こ
び

お
届
け
し
ま
す
。



(2) 

権
利
擁
護
の
法
律
作
ろ
う

ち
起
こ
る
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
あ

る
が
、
結
婚
し
て
い
な
い
人
の

問
題
も
多
く
な
っ
た
〉
」
君
う
。

日
本
に
働
き
に
来
て
い
て
強
制

売
春
を
さ
せ
ら
れ
、
退
去
を
強

制
さ
せ
p」
れ
た
場
合
、
そ
の
人

が
日
本
の
男
性
と
結
婚
し
た
く

て
も
、
入
管
法
で
日
本
に
上
陸

で
き
な
い
。
つ
ま
り
配
偶
者
ピ

ザ
が
下
り
な
い
。
「
こ
れ
も
国

際
結
婚
の
関
連
と
し
て
考
え
て

厳
し
い
外
国
人
排
斥
の
風
潮

山
山川山川

川州川川

世
界
各
国
の
N
G
O三
十
団
体
セ
ッ
ク
ス
ワ
l
カ
ー
と
い
う
言

が
結
集
し
て

「
マ
イ
グ
ラ
ン
ト
葉
を
入
れ
る
よ
う
に
要
求
し
、

・コ

l
カ
ス
易
薬
胆
さ
せ
た
。
カ
ッ
コ
つ
き
で
入
っ
て
い
た
が

円
本
か
ら
も
二
名
参
加
し
て
、
削
除
さ
れ
た
。
し
か
し
、
具
体

ロ
ビ
l
活
動
を
展
開
し
た
。
化
さ
れ
た
文
書
も
あ
る
。
こ
れ

「
女
杵
と
い
っ
て
も
い
ろ
ん
か
ち
ど
う
い
う
取
り
組
み
が
私

な
女
性
が
い
る
。
多
緑
化
し
た
た
ち
に
出
来
る
の
か
、
緒
に

女
性
を
十
分
に
把
痘
し
き
れ
て
哲
え
よ
う

r
E惇
び
か
り
た
。

い
な
い
こ
と
を
私
た
ち
は
指
摘
ア
ジ
ア
で
は
韓
国
、
シ
ン
ガ

レ
、
移
住
者
、
難
民
、
人
輔
、
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
移
住

民
腰
、
ナ
シ
汗
ナ
リ
テ
ィ
な
ど
労
働
者
の
受
け
入
れ
圏
、
送
り

具
体
的
な
言
集
を
天
れ
る
よ
う
出
し
国
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、

活
動
し
た
」
と
阿
津
さ
ん
。
ス
リ
ラ
ン
力
、
パ
ン
グ
ラ
デ
シ

北
京
で
の
結
果
は
、

「強
い
コ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
。

反
対
が
あ
っ
た
の
か
人
橿
、
民
そ
こ
で
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
よ

旗
が
か
な
り
の
と
こ
ろ
で
疲
け
う
に
、
「
不
法
滞
在
者
」
と
し

て
い
た
。
人
身
売
貨
に
関
し
て
て
摘
発
さ
れ
、
収
湾
断
に
入
れ

・
・
明
ι
1
4
ゐ

N
ih
図
画
闇
ち
れ
栄
養
失
調
で
死
亡
す
る
事

国

聞

棚

勾

磯
綴
件
、
ア
メ
リ
カ
で
は
労
働
力
と

--s&
γ
a
p羽
市
し
て
タ
ィ
、
モ
ン
ゴ
ル
か
b
人

.

.

 
頑
醐
珊
際
矧
刈
漉
舗
醐
閣
を
買
い
、
一
時
間
百
六
十
円
と

園

鶴
額
一
村
離
四
い
う
安
さ
で
、
一
日
十
五
i
十

掴

甥
髄
富
岡
一
欝
畿
内
六
時
間
働
か
せ
る
と
い
う一
人
権

・
・
綴
醐
醐
醐
お
泊
四
祭
協同
か
侵
害
が
起
こ
っ
て
い
る
。

-
F蹴
降

、

競

門

大

聖

ん

は

「

損

も

人

権

侵

・

闘
輔
鵠
醐
h

一醐

W

蓄
を
受
け
て
い
る
移
民
労
働
者

・
富
田
m零
時
同
釦
の
女
と
手
ど
も
た
ち
が
訴
え
て

.

.

 蹴欄
間
叫

d
E滑
い
る
も
の
は
、
次
の
一
新
し
い
世

・
・
密

閉

鳳

幽

状

界

秩

序

を

作

っ

て

い

く

1
1オ

圃

際

機
繍
園
間
ル
タ
ナ
テ
ィ
プ
の
価
値
観
と
い

---E量陽
園
晴
う
も
の
が
運
動
に
体
現
さ
れ
て

¥
4
・
・
・
聞

幽
聞
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
o

th圃
・

開

也

閉
世
界
女
性
重
で
は
、
移
民

ト
ー幽
・
・
・
温
・

E
B温
労

働

者

は

、

移

民
労
働
者
を
受

、b
l
u
r
u村
仁
村
じ
け
入
れ
国
の
労
働
者
と
同
じ
保

語
審
吟
母
語
旬
、
選
立
川
音
然
量
得
議
議
苫
翼
覇
軍
軍
総
寝
袋
襲
警

5
6緩
Z
量
産
集
車
藍
零
g
量

F
a

り
、
二
か
月
で
三
百
万
ク
ロ
ー
ネ
宇
話
時
め
て
不
動
産
未
成
年
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
幅
が
広
い
。

屋
か
ち
建
て
物
を
買
い
戻
し
て
し
ま
っ
た
。
肉
樟
的
・
精
神
的
暴
力
や
レ
イ
プ
な
ど
内
容
も
含

以
来
、
ダ
ナ

・
ハ
ウ
ス
は
女
性
自
身
の
運
営
で
一
男
め
て
、
あ
ち
ゆ
る
年
代
の
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
女
性
が

性
の
暴
力
か
A
選
げ
て
き
た
女
性
と
子
供
(
男
の
子
被
害
を
受
り
て
い
る
実
情
は
日
本
と
変
り
が
な
い
。

は十一
二
歳
以
下
)
の
た
め
の
ク
ラ
イ
シ
ス

・
セ
ン
タ
男
女
平
等
が
推
進
さ
れ
て
い
る
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、

!
と
、
女
性
た
ち
の
活
面
の
拠
点
ウ
ー
マ
ン
ズ

・
ハ
駆
け
込
ん
で
く
る
の
は
鵠
任
し
て
き
た
貧
し
い
外
国

ウ
ス
と
し
ず
漁
能
を
し
続
け
て
い
る
。
人
ば
か
り
で
は
な
い
か
と
い
う
事
前
の
予
想
は
裏
切

門
醤
、
駆
け
込
下
山
で
き
た
女
性
を
保
護
す
る
係
、
ち
れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
差
別
は
地
球
上
の
ど
こ

自
立
f豆
文
援
す
る
専
門
家
、
食
事
や
コ
ー
ヒ
ー
の
係
、
の
国
に
も
存
在
す
る
こ
と
を
改
め
て
思
い
知
ち
さ
れ

運
営
や
寄
付
集
め
一
担
当
寸
ジ
ョ
ア
ン
シ
ス
タ
ー
ズ
、
た
。

長
い
間
関
わ
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
女
性
そ
の

一由
、
保
護
さ
れ
て
い
る
女
性
た
ち
の
居
住

た
ち
が
合
議
制
で
一
役
割
#
寿
担
し
て
い
る
。
空
間
に
は
ス
タ
ッ
フ
さ
え
も
本
人
の
許
可
な
く
出
入

り
で
き
な
い
、
相
談
を
受
け
る
専
門
家
は
本
人
が
選

択
で
き
る
、
一
緒
に
逃
げ
て
き
た
平
供
の
た
め
に
専

門
の
教
育
者
が
常
駐
し
て
い
て
心
身
と
も
に
傷
つ
い

た
親
子
を
ケ
ア
す
る
、
診
断
笛
等
で
暴
力
の
実
情
が

証
明
で
き
れ
ば
離
婚
が
で
き
る
な
ど
の
徹
底
し
た
人

権
尊
甫
の
シ
ス
テ
ム
で
、
日
本
と
拡
大
き
な
遍
い
だ
。

相
談
後
の
身
の
ふ
り
方
も
「
夫
、
家
庭
へ
戻
っ
た
」

一
六
・
二
俗
、
「
ダ
ナ

・
ハ
ウ
ス
や
ほ
か
の
保
護
施

設
へ
」
一
一

φ
、
「
夫
の
方
が
転
居
し
た

一四

・

七
俗
、
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
の
と
こ
ろ
へ
」
一
一
物
、

「
新
し
い
住
居
へ
」
一
四
・
七
必
ー
ー
と
、
日
本
で

は
、
か
け
こ
ん
だ
も
の
の
事
ち
し
て
行
く
メ
ド
が
な

く
、
結
局
、
元
に
戻
る
ケ
l
ス
が
多
い
の
に
叱
へ
、

か
な
り
差
が
あ
る
。

完
全
な
男
広
平
等
の
実
現
は
困
鮮
で
も
、
実
力
行

使
も
含
め

T地
道
に
鍔
力
を
継
続
す
れ
ば
前
進
す
る

こ
と
を
眼
。
ゴ
り
に
で
き
て
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。

山
川

山
川

川
川

川
川

山
川

川
川

川
山

「
女
性
移
住
労
働
者
リ
サ
ー

チ
&
ア
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
日
本

で
の
外
国
人
の
問
題
、
特
に
女

性
移
住
労
働
者
の
擁
護
の
た
め

に
活
動
し
て
き
た
グ
ル
ー
プ

が
、
さ
ら
に
活
動
を
鉱
げ
る
た

め
に
一
緒
に
な
っ
て
発
足
さ
せ

た
会
だ
。

北
京

・
世
界
女
性
会
議
に
も

五
人
が
参
加
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
も
侍
っ
た
。
そ
の
報
告
を

富
田
屋
世
さ
ん
が
ス
ラ
イ
ド
で

紹
介
し
、
行
動
綱
領
の
中
で
移

住
労
働
が
ど
の
よ
う
に
銀
わ

れ、

N
G
Oが
ど
つ
い
う
ロ
ビ

l
活
動
を
し
て
き
だ
か
を
阿
津

ま
す
み
さ
ん
が
報
告
し
た
後
、

〈月曜日〉

難
民
の
移
住
労
働
省
と
し
て
国
境
を
越
え
た
人
の
数
は
、
一
九
九
二
年
で
一
億
人
(
世
銀
の
統
計
)
、
そ
の
九
O

V
が
第
三
世
界
の
人
た
ち
で
、
年
々
場
え
続
貯
て
い
る
。
が
、
受
け
入
れ
園
は
世
界
規
模
の
不
景
気
で
、
外
国
人
排

斥
の
傾
向
が
強
ま
り
、
中
に
僅
m
Eに
よ
る
暴
力
、
医
療
機
関
か
色
の
締
め
出
し
、
摘
発
、
追
放
な
ど
が
一
段
と
厳

し
く
な
っ
て
き
た
。
日
本
で
働
く
女
性
移
住
労
働
者
の
問
題
点
を
探
り
、
権
利
擁
護
の
た
め
の
法
揮
を
作
ろ
う
と
、

十
ヲ
目
、
東
京
の
西
出
稲
田
で
「
女
性
移
住
労
働
者
リ
サ
ー
チ
&
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
呼
び
か
け
、
集
会
「
女
性
移
住

労
働
者
問
題
が
問
い
か
け
る
こ
と
」
が
開
か
れ
た
。

1995年 11月 20日

大
脇
雅
子
(
参
議
、
弁
護
士
)

さ
ん
が
ポ
ス
ト
北
京
と
戦
略
、

H
E
L
P
-デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

松
田
瑞
穣
さ
ん
が
日
本
の
現
状

と
取
り
組
み
に
つ
い
て
鱈
っ

た
。
日
本
で
働
い
て
い
る
女
性

移
住
労
働
者
か
ら
の
直
接
の
訴

え
も
あ
り
、
移
住
労
働
者
の
労

働
者
と
し
て
の
権
利
、
基
本
的

人
権
も
便
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。

今
年
の
三
月
十
五
日
か
ら
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
開

か
れ
た
第
四
回
世
界
女
性
会
議

の
準
備
会
合
、
女
性
の
地
位
委

員
会
に
働
き
か
け
る
た
め
、
持

住
労
働
者
の
支
援
を
し
て
い
る

=理E一
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名
古
層
在
住
の
フ
リ

1
ラ
イ
タ
ー

・
岡
久
美
子
さ
ん
は
、
さ
き
塁
、
女
性
と
一
福
祉
問
題
取
材
の

た
め
デ
ン
マ
ー
ク
を
紡
ず
れ
た
。
想
像
以
よ
の
デ
ン
マ
ー
ク
の
人
権
、
福
祉
の
意
識
が
進
ん
で
い
る

状
況
に
感
動
し
た
と
い
う
0

(

編
集
部
)

ソ
ン
さ
ん
は
き
っ
ぱ
り
と
言
い
切
っ
た
。

「
地
球
よ
の
仕
事
の
四
分
の
三
は
女
が
し
て
、
財
産

は
一
物
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
も
勇
矢
は
対
等

・
平
等
で

は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
も
。

コ
ベ
ン
ハ
l
ゲ
ン
の
中
心
に
あ
る
ダ
ナ
・
ハ
ウ
ス

は
、
貧
レ
い
労
働
者
階
級
の
出
向
田
で
あ
り
な
が
ら
フ

日誌也だ「

fZZ諒
w R イ ー と
eシ番をた
m f スに望い

i i宣言22岡
51 1融事久
f;1 55d萎
ン a 女る女一千-
fi E号、百 』

レ
ポ
ー
ト

実
力
で
勝
ち
と
っ
た
女
性
セ
ン
タ
ー

e
r
e，d
 

日
本
に
も
欲
し
い
人
権
尊
重
の
シ
ス
テ
ム

アーマティブアクションを寓施して社会
の晶らゆるパートで男女比率在日封切にす

ることが平輔の躍と言うヒルダさ九

レ
デ
リ
ッ
ク
七
世
の
夫
人
と
な
っ
た
ダ
ナ
が
、
八

七
三
年
に
貧
し
い
高
齢
女
性
の
た
め
に
建
て
た
。

一
九
七
九
年
に
維
持
管
理
が
困
難
に
な
り
運
営
蚕

員
会
は
売
却
を
し
た
が
、
レ
ッ
ド
・
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
、

女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
な
ど
約
二
十
の
女
什
運

動
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
が
「
女
性
の
た
め
に
作
ろ
れ

た
ダ
ナ
ハ
ウ
ス
は
女
性
た
ち
の
も
の
だ
」
と
訴
え
、

ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
実
力
行
使
を
し
た
る

ヒ
ル
ダ
さ
ん
薪
苔
む
十
七
i
六
十
七
歳
、
約
二日百

人
の
女
性
が
、
思
後
の
住
人
と
し
て
残
っ
た
四
人
の

お
ば
あ
さ
ん
を
友
達
と
し
て
訪
ね
、
守
っ
た
の
だ
。

や
が
て
女
性
た
ち
の
抵
抗
は
募
金
運
動
へ
と
高
ま

社
会
福
祉
省
か
ら
補
助
金
が
出
る
も
の
の
、
五
十

四
の
居
室
を
は
じ
め
老
朽
化
し
た
建
て
物
の
維
持
管

理
と
支
慢
の
た
め
の
資
金
集
め
に
は
相
当
苦
労
を
し

て
い
る
そ
う
だ
。

一
九
九
三
年
の
報
告
に
よ
れ
ば
九
百
四
十
四
角
か

助
け
を
求
め
て
こ
と
を
訪
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
六

五
必
が
デ
ン
マ
ク
人
で
あ
る
。

階
層
で
は
、
自
分
の
経
済
M
で
解
決
策
が
立
で
弓

れ
る
園
田
上
限
と
、
麻
薬
常
習
者
と
病
人
は
保
護
が
で

き
な
い
の
で
愚

τ限
の
屑
が
い
な
い
が
、
そ
の
他
に

は
あ
ろ
ゆ
る
階
層
の
女
性
が
保
護
を
受
砂
て
い
る
。

年
齢
層
も
二

1
1四
十
代
が
六
O
仰
を
占
め
る
が

第 1114号
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い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
。

子
供
の
国
籍
や
六
き
な
問
題

で
「
案
外
知
ち
れ
て
い
な
い
の

は
、
非
嫡
出
子
で
も
出
産
前
に

胎
児
認
知
を
行
‘
一
足
ば
父
親
の
日

本
国
籍
が
取
れ
る
が
、
出
産
後

の
認
知
で
は
日
本
国
籍
は
認
め

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
。
こ
う

し
た
お
か
し
な
国
籍
法
の
改
正

を
や
る
ヌ
勉
強
会
を
続
け
て

い
る
」
。

家
事
労
働
者
の
搾
取
も
問
題

化
し
て
き
た
。
日
本
で
は
外
交

官
、
多
面
籍
企
業
の
ス
タ
ッ
フ

が
外
国
人
の
家
事
労
働
者
を
雇

う
こ
と
が
認
め
ち
れ
て
い
る

が
、
入
管
法
よ
の
取
り
決
め
が

な
い
た
め
契
約
違
反
で
使
わ
れ

て
い
る
例
が
多
い
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
ル
シ
ア
さ

ん
は
、
在
日
米
大
使
館
の
一
守

事
記
官
に
、
月
給
↑
五
万
円
の

約
束
で
メ
イ
ド
と
し
て
一雇
わ
れ

た
が
、
実
際
に
は
三
万
円
し
か

払
わ
れ
ず
、
同
平
朝
か
ち
深
夜
ま

で
働
か
さ
れ
た
。
「
交
渉
し
た

が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
反
対
に

激
怒
さ
れ
、
身
の
危
険
を
感
じ

て
習
の
み
宥
の
ま
ま
で
逃
げ
だ

し
、
現
在
、
裁
判
で
闘
っ
て
い

る
」
と
ル
シ
ア
さ
ん
は
言
う
。

絵
図
さ
ん
は
、
一
人
の
メ
イ

ド
個
人
の
問
題
で
は
な
く
、
家

事
労
働
者
全
体
の
問
題
と
し

て
、
実
態
を
調
査
し
、

I
L
O

に
提
訴
し
よ
う
と
準
備
を
し
て

い
る
。
売
春
強
要
な
ど
、
女
性

移
住
労
働
省
を
取
り
ま
く
環
境

は
由
題
が
山
積
み
状
態
だ
が
、

「
す
べ
て
の
外
国
人
に
医
療
の

保
証
を
厚
生
省
、
出
京
都
に
交

渉
を
続
け
て
き
て
、
最
逗
、
厚

生
省
が
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
で
も

保
護
、
命
が
優
先
と
言
い
始
め

た
」
と
、
ほ
ん
の
少
し
だ
が
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
紹
介
し
た
。

を点垣間と

1
i
i
状現の者働持

た
住
え協

'95年版

「
女
性
情
報
年
鑑
」

たせら回
、
一

6

0

1

E

倒

的

U

7

刊
山

戸

」

レ

M

M

L
島

3

3

た

H

3

U品

、

制市内
u
n
u

害

U
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X
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第
四
回
世
界
女
性

会
議
を
踏
ま
え
て

間
前
訳
国
際
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

国
内
外
の
専
門
家
を
招
き
、
北
京
で
行
わ
れ
た
官
界
女
性
会
議
と
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
成

果
を
分
析
。
女
性
問
題
解
決
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
単
の
根
の

朱
ッ
ト
ワ
l
ク
を
広
め
る
た
め
の
方
策
を
探
ろ
う
と
い
う
園
際
交
流
フ

F
iラ
ム
「
広
げ
よ

う
F
聞
の
樫
ネ
y

ト
ワ
ー
ク

l
l第
四
回
世
界
友
性
会
綴
を
踏
ま
ュ
え
て
|
|」
が
、
十
五
日
か

、b
、
国
立
婦
人
教
育
会
鼠
(
埼
玉
県
嵐
山
町
大
野
曙
館
長
)
で
行
わ
れ
た
。

「
国
際
協
力
」
「
環
騎
保
護
」
「
教
育
」
「
恵
思
決
定
」
を
テ
!
?
に
、
ア
イ
リ
l
ン
・
サ
ン

チ
て
コ

(
N
G
Oフ
ォ
ー
ラ
ム
郎
事
務
局
長
)
、
ダ
ニ
エ
ラ
・
コ
ロ
ン
ボ
(
イ
タ
リ
ア
「
開
発

と
女
性
」
協
会
会
長
〉
、
マ
リ
ア
・
ミ
l
ス
(
エ
コ
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
、
元
ケ
ル
ン
単
科
大
教
侵
)
、

メ
リ
l
・
ホ
ワ
イ
ト
(
ボ
ス
ト
ン
大
教
授
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
研
究
員
〉
さ
ん
ち
海
外
か
ら
の

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
が
鰐
義
。
続
く
部
会
討
議
で
内
容
を
操
め
た
。

同
フ
オ

I
ラ
ム
の
詳
細
は
、
本
紙
一
九
九
六
年
-
月
一
日
(
一
一
一
八
弓
)
に
掲
載
O

ぶ
求
s、芯
ss、芯叉
s主袋sお父還ぷ
sミ幸ぷ蕊の昆蕊ミや込ミ、、ミ‘=。芯
S主ぷぎぷミ芯主公
E芯公
sbaSsや

「
国
際
婦
人
年
日
本
大
会
の

F
E
M支
擾
」
の
六
つ
の
柱
で

決
織
を
実
現
す
る
た
め
の
連
絡
提
苫
。
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
.
マ
シ
l

会」
H(加
盟
豆
十
二
団
体
)
で
は
、
ナ
リ
l
の
庖
限
の
強
化
(
予
算

二
十
二
日
(
十
時
三
十
分
1
十
の
裏
付
け
、
勧
告
権
の
要
望
)

六
時
)
、
東
京
日
比
谷
公
会
や
小
選
挙
区
の
見
直
し
、
行
動

堂官、「
N
G
O日
本
女
性
大
会
」
綱
領
に
女
性
の
比
率
を
三
一
一
一
一

-

を
開
く
。

一ニ吻
と
あ
る
こ
と
か
ち
、
ア
フ

同
大
会
で
は
、
女
性
問
極
解
ァ
!
?
テ
ィ
プ
・
ア
ぎ
ン
ョ
ン

決
の
た
め
に
、
連
情
・
行
動
し
き
昆
、
審
議
会
の
委
員
の
女

た
と
れ
ま
で
の
女
性
た
ち
の
活
性
の
比
率
を
三
分
の
一
に
す

動
の
足
跡
を
踏
ま
え
、
北
京
で
る
。
ま
た
、

A
G
O
フ
ォ

l
ラ

探
訳
さ
れ
た
行
動
綱
領
を
取
り
ム
で
も
激
し
く
取
り
上
げ
ら
れ

入
れ
て
二

5
ハ
δ
年
に
向
け
た

S
A
Fに
つ
い
て
は
、
女
性

た

「
N
G
O行
動
目
傑
」
を
提
の
地
位
が
後
退
し
な
い
よ
う
監

言

す

る

。

視

し

て

い

く

と

と

も

に

、

貧

困

当
日
、
男
女
共
同
参
画
推
進
を
取
り
除
く
国
際
政
策
を
、
な

本
部
長
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
ど
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
る
。

と
、
第
四
回
世
界
女
性
会
議
事
ま
た
、
暴
力
的
な
表
現
の
多
い

務
局
長
の
ガ
l
ト
ル
l
ド
・
モ
メ
デ
ィ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て

ン
ゲ
ラ
さ
ん
が
、
来
賓
と
し
て
も
害
及
し
て
い
る
。
フ
ロ
ア
と

挨
拶
す
る
。
分
野
別
行
動
目
僚
の
意
見
交
換
の
あ
と
、

N
G
O

提
起
で
は
、

「政
策
決
定
参
加
」
行
動
巨
額
・
決
議
、
宣
E
罫
採

「
教
育
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」
沢
す
る
。

「
労
働
」
「
家
族
福
祉
」
「
平
決
盤
は
、
沖
縄
の
問
題
、
核

和
・
環
境
・
開
発
」
「
U
N
I
実
験
の
全
面
禁
止
な
ど
当
面
す

る
問
題
十
五
項
目
。

な
お
、
行
動
目
僚
は
、
政
府

の
園
内
行
動
計
画
を
受
一
け
、
宮

時
見
直
し
て
い
く
と
い
う
。

同
大
会
参
加
申
し
込
み
は
、

「国
際
関
人
年
連
絡
会
」
官

m

.
3
3
7
0
・Q
8
8
0
定

員

二
千
人
(
先
着
順
)
。
入

場
無
料
(
入
場
券
が
必
要
。
必

ず
申
し
込
む
こ
と
)
。

日本女性大会」

国際婦人年日本大会の決議を実現するための連絡会
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-回

フィリピンの元慰安婦も
大きな被害を受けてます

，. ，・・"‘"Ii;'~:'" "j ・.-"，..，舗網1・.
.... n..1降悩.‘

臨叩

.‘・"・..・，，，"，.，，..、d叫....."...
同・..町四四日日時 H

A."ft ~口即日".."，.
叫叩H'，.a": C“'"山
開閉欄川 ~~Aa....:tlU 1<.1 ~(l>fl'OI・訓"・
肺風"同暢

台風の被害に救援カンパと古着提供を f

E&Eの東芝

さらに水を節約。涜濯時間も29分。
省エネハノカード21.通産大臣賞を量置し

た快適銀河が、さらに進化新構造節水摘と

効率アップした倍速シャワーすす曹で、たった

97L、わずか29分てさらにふろ水ポンプが手

ーーーー 睡に使える「ふろ水ポ
刊贋 ー

r品川 円宮町、 タン」抑制わずか
持;士量竺]54L't''I'レイに恥
一-.嗣木星 陵一一 よげます

K号、ドライマーク衣類も家庭で
¥ノ簡単に 2

「トライマーウコωAJ新銀用 軍庭用トライ ;~

~Iを使ってトライマーク賓示白衣類がこ軍庭

ても簡単に涜えますしかも車芝独自の脱水

田伝制御とンヤワーすすきて、';'¥になる章額

町型くずれを抑えてやさし〈仕上けます

従来はわから古かったコースの内容進み具

合なとがひとめでわかります

臨E樫躍璽

表示薗がそのまま撮作ホタンたから自分，買

の綱盤もハネルを寛章がらワンタッチてOK

-la面安ゆヨEヨ(tJJ1a'Z.温l，.，"""iI'J1Z認ヨ・

使い方に合わせ t必要なホタンたけを賓示

します

電空手「ひとめでバネ川
カンタン操作。
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毎

/ ¥同一

ノ

3
3
l
ii
h
fえ
ず

，問弁'/aJ

「時間約半分・水約半分Jの、あの快速銀河が進化した。
申
山
築
様
晶
右
上
手
癒

a

，
 

略
構
と
水
を
、
上
手
に
節
約
。

TOSHI 

繍
幽
串
揚
総
刊
で
、
上
手
に
洗
う
。

うt

ク

リ

ス

ト

」

「

受

賞

・

計

報

」

州

災

者

総

数

は

約

辺

万

7
0
0
0

郵
便
振
醤

'
e
o
o
lう
白

川

「

女

性

会

館

」

に

分

け

て

、

l
山

世

帯

、

国

i
i
a死
・
0
・
R
i
2
l
フ
ィ

年
間
の
女
性
に
関
す
る
動
き
を
川
者
棚
人
、
行
方
不
明
別
人
、
負
リ
ピ
ン
人
元
「
従
箪
慰
安
婦
」

川

ま

と

め

て

い

る

o

川

傷

者

フ

5
1人
、

家

屋

皇

室

文

字

重

量

信

欄

に

川

ま

た

、

育

児

休

業

・

介

護

休

川

壇

7
万
q
H
H
U
U癖
な
と
o

「
菌
見
舞
」
と
明
記
。

川

業

の

会

社

事

例

、

企

業

の

女

性

川

ル

ソ

、

/

島

正

案

「

慰

安

銀

行

舞

込

e

第
一
勧
業
銀

酬

活

用

事

例

、

各

都

道

府

県

市

川

婦

」

の

ロ

ラ

(

お

ば

あ

さ

ん

)

行

飯

田

橋

支

庖

(

普

通

口

座

)

川
パ
ド
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
オ
フ
年
鑑
は
今
年
で
5
年
閏
に
な
る
体
系
的
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
区
町
の
女
性
行
動
計
画
、
「
従
酬
た
ち
の
家
も
か
な
り
の
被
害
が

1
7
5
1
4
4
3
「
フ
ィ
リ
ピ

川

川
ィ
ス
の
、
百
年
版
「
女
性
情
報
が
、
新
聞
に
載
っ
た
情
報
を
も
読
み
や
す
く
、
日
本
で
唯
一
の
軍
慰
安
婦
」
問
題
に
取
り
組
む
州
出
て
い
ま
す
。
ン
元
従
軍
慰
安
婦
支
援
基
金
」

川
年
鑑
」
が
発
刊
さ
れ
た
。
こ
の
と
に
、
女
性
の

i
年

の

動

き

を

女

性

の

牢

鑑

と

し

て

重

奏

員

全

国

の

グ

ル

ー

プ

・

ネ

ッ

ト

ワ

川

例

え

ば

、

ソ

ラ

・

ピ

リ

ピ

ナ

〈

救

援

衣
料
の
送
円
禿
〉

川

川
智
恩
げ
け
1
E
t
i
-
!
4
1
1t畠
i

i

i

て
い
る
。

l
ク

の

一

覧

な

ど

、

情

報

源

と

川

(

被

害

者

と

支

援

団

体

2E同
洗
た
く
し
た
夏
物
の
古
着

‘

，

!

長

九

川

州

悩

悶

圃

F

油

、

噌

ふ

唱

和

問

百

年

度

版

は

、

例

年

l
月
か
し
て
も
勝
れ
て
い
る
c

川

組

織

)

の

代

表

の

ア

モ

ニ

・

パ

を

、

お

近

く

の

郵

便

局

か

ら

直

川

間

閣

制

齢

齢

、

川

5
月
ま
で
、
童
話
の
新
申
し
込
み
明
ハ
ド

・
ウ

ィ

川

ラ

ハ

デ

ィ

ア

さ

ん

の

家

は

、

ピ

器

使

で

郵

送

し

て

下

さ

い

。

川

岨

E
・
』
園
周
泌
参
偽
物
袋
刻
、
匂

P

d
a司
必

死

一一

{

州

制

聞

の

情

報

と

、

編

集

部

強

臼

に

メ

ン

ズ

・
オ
フ
ィ
ス

干
山

渋

川

ナ

ツ

ボ

火

山

の

土

石

流

に

埋

ま

送

料

は

各

自

の

負

担

に

な

り

ま

t
p
i

…E

r

r

-

a

調
べ
た
情
報
を
も
と
に
、
日
谷
区
代
々
木

4

m
i
5
東

都

川

り

、

一

家

で

移

転

を

し

な

り

れ

す

o
送
料
は
段
ボ
ー
ル
箱
叩
J

川

M
Z

蜘

閉

山

静

飽

制

"
E
R
S
T
O
R
Y
」
「
政
治
」
レ
ジ
デ
ン
ス
川

E
m
-
-
川

ば

な

り

ま

せ

ん

。

ピ

ラ

1
ル
・

で、

3
7
1円
、
現
地
到
着

!

i

!
与

H

川

崎

J

脇

市

'

九

日

吻

日
「
露
」
「
女
性
企
業

・
起
業
」

7
0
・
8
4
4
0
4
A
X況
フ

リ

ア

ス

さ

ん

ら

の

在

家

屋

ま

で

2
1
3カ
月
か
か
り
ま
す

r

A
M守

抑
制
噂

ぷ
ぷ
与
F

「
労
働
」
「
か
ち
だ
」
「
性
」

・
3
J
i
g
-
-
9
8。
川

護

高

ま

さ

れ

、

現

在

避

難

(

詳

し

い

説

一

期

欲

し

い

方

に

川
町

認

が

附
絞
殺
然

am主抑制蛸
4副
プ
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」

「日

山

所

で

暮

ら

し

て

い

ま

す

。

票

は

、

お

申

し

出

互

い

)

。

川

2
1厳
罰
賠
訴
欝

1

一t

-保育
」
「
高
齢
社
会
」
「
ブ
y

J

G

山

崩

れ

た

家

も

あ

り

ま

す

o

送

付

先

・

ロ

E

川

三宣言ZEE-===三主主主主主===一三==主主主=一三==三一主主主一芸=一==三三三三三=====2三
一三云三重一======劃
一=
三
三
三
=
一三
Z
E
E
-2===喜一三=-ZZE--
三
三
重
量
至
宝
=
=
=
一
三
一芸=三===三三=三==三一三
=
三
=
=
=
一
三
三
主
主
主
主
=
=
=
主
主
主
一
=
=
一
圭
=
一
三
=
=
主
主
=
=
三
=
=
=
=
三
圭
=
一
回
リ
ラ

・
ピ
リ
ピ
ナ
、
プ
ィ
ピ
閉
V
H
F
-H
U
H
Z
u
司

O
回
O
H

E
2

H少
女
レ
イ
プ
事
件
ρ

で
噴
た
い
と
〈
あ

pb沖
縄
〉
が
編

-n女
た
ち
の
集
会
な
ど
の
ら
い
た
い
と
い
う
N

沖
縄
の

l
i
l
i
-
-
z
i
i
i
i
川

ン

人

元

「

従

軍

慰

安

婦

」

を

支

戸

C
H
u
b
-
C
自
己
「

E
」I

-
E・・竃置
'
ag
奪
事
5

・3aa言
必
渇
沼
沼
暢

川

り

実

号

山
レ
た
沖
縄
の
一
怒
り
。
沖
縄
の
集
を
受
け
持
ち
「
特
集
・
密
集
会
書
V
女
た
ち
は
悲
し
む
心
ヘ

4
7ト
M

か

ら

は

少

し

令

閥

系

A
Z
免

職

川

日

月

初

旬

2
鼠
で
フ
ィ
リ
援
す
る
会
は
、
こ
れ
ま
で
も
皆
目

F
O
E
N
O
D
S
-

主
主
It--りれ
る

日

伝

説

し

日

明

か

か

許

同

町

ど

れ

刊

行

諸

説

明

駐

日

一

り

控

除

乙

丸

一

帯

抗

告

書

む

錦

町

時

吉

野

静

岡

命

ち

の

対

こ
の
H

性
暴
力
M

に
ヤ
マ
ト
内
容
は
マ
「
害
、
ぉ
芸
子
、
文
吉
喜
美
江
一
、
浦
島
悦
字
、

1
円
(
送
料
こ
み
)
で
。
一

E
町

一

渋

滞

蜘

器

齢

一

小

品

川

慢

カ

ン

パ

告

省

。

震

を

呼

宮

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

大

工

の

派

]

百

円

Q
o
f
b
o
z

た

ら

で

の

女

何
も
た
だ
ち
に
反
応
、
怒
わ
な
の
で
す
か
軍
事
費
量
京
子
、
空
テ
ル
f
〔
粛
申
込
み
半
卿
沖
縄
市
牧
志
内
川
園
町
噸
帆
滑
り

w
込

山

内

開

二

ぃ

一勧
同
州
び
か
け
ま
す
グ

遇
、
医
療
宮
な
ど
の
支
慢
を

c
o
gと
書
い
て
下
さ
い
。

hr
、旧

っ
て
い
る
が
、
沖
縄
の
問
題
が
軍
隊
は
も
う
要
り
ま
せ
京
か
ら
〕
斉
藤
千
代
議
・

;
lス
ペ
ー
ス
結

g
y砂川
協
和

一

際

、

議

ヲ

川

市

フ

ィ

リ

ピ

ン

究

ソ

ン

島

を

し

て

来

ま

L
E、
今

回

の

台

譲

・

問

い

合

室

フ

l
M
μ
'
'
本
当
に
語
で
き
て
い
る
の
ん
r
」
高
里
鈴
代
V
9
・

n子
仲
縄
米
軍
基
地
の
現
状
と
霊
気
付
あ
主
持
縄
マ
文
は
あ

A

務…
閥
引
け
れ
h

L
戸
高
校
ふ
一
川
聾
っ
た
台
風
「
ロ
シ
ン
」
は
、
風
は
、
通
常
の
対
応
主
主
ィ
リ
ピ
ン
人
君
従
軍
慰
安
婦
」

川

縄

虻

か

。

ど

も

た

ち

・

女

た

ち

島

ぐ

る

み

ほ

か

O
A
-
-円
言

語

へ

申

込

み

郵

便

…

削

鉱

山

口

甥

地

F
r近
年
ま
れ
に
き
大
規
模
の
被
る
禁
必
要
で
す
o
カ
ン
パ
を
支
援
す
ゑ
言
語

-
j

現

i

H

a
宮
中
「
i

「
あ
三
」

2

i
君

、

雲

、

ω・
2
沖
縄
県
民
総
決
ヤ
マ
ト
の
人
ぴ
と
に
少
し
で
害

i
l
u
O
・
D

-

i

E

寒

川

以

闘

園

芸

を

も

た

ら

し

ま

し

た

。

社

会

事

び

か

芸

す

。

7
・
1
j
/
F
A
X閃・

、.2

沖
縄
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
し
起
集
会
、
東
京
も
燃
え
た
叩
も
沖
縄
の
こ
と
を
理
解
し
て
も

6
4
あ
と
b
編
集
部
。

島

t
E
E
'
h
!
hB
E
l
l
i
州
福
祉
開
発
扇
の
一
網
代
で
は
、
被
八
教
援
募
金
〉

3
2
3
:
0
2

読
み
や
す
く
詳
細
な
内
容

品 201
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こ
の
時
期
に
は
、
新
鮮
な

銀
杏
が
市
場
に
山
回
っ
て
い

ま
す
。
季
節
を
演
出
す
る
料

理
に
使
え
て
便
利
で
す
。
そ

こ
で
今
回
は
、
銀
杏
と
、
ご

く
日
常
的
な
野
菜
の
大
根
と

き
ゅ
う
り
に
、
か
に
の
身
を

加
え
、
コ
ク
を
出
し
た
「
銀

激
動
の
戦
後
mw年
つ
づ
る

東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ

州
戦
後
五
十
年
、
女
性
は
ど
う
生
き
て
き
た
か
。
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
た
世
の
中

川

酬
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
女
性
の
運
動
と
軌
跡
を
、
時
代
を
代
表
す
る
五
人
の
女
性
の
州

川
ト
l
ク
で
つ
づ
る
催
し
が
、
東
京
ウ
イ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
の
開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト
の

一
川

川
環
と
し
て
行
わ
れ
た
。
(
十
一
日
、
十
三
時
三
十
分
)

州

つ
つ
l
Jパ
1川
N
1
1
1川
川
川
」
入
り
、
女
性
と
し
て
大
い
に
発

一

よ

夕

刊

遅

謝

野

広

靭

闘

一

一
言
し
た
と
い
う
。

「
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
t
-
-
L

一
一
一
十
年
代
は
中
村
紀
伊
さ
ん

昭
和
二
十
年
代
と
言
え
ば
さ
ん

(
N
H
K解
説
委
員
)
に
(
主
婦
会
館
理
事
長
)
。
参
院

「
新
憲
法
誕
生
と
帰
人
参
政
ど
う
し
て
?
と
聞
か
れ
「
そ
れ
議
員
に
当
選
し
た
母
、
奥
む
め

権
」
。
語
っ
た
の
は
、
戦
後
初
は
ね
、
入
閣
の
知
識
と
カ
ン
は
お
さ
ん
の
秘
書
を
し
て
い
た
昭

の
選
挙
で
衆
院
議
員
に
当
選
し
一
致
し
な
い
の
よ
」
。
満
場
大
和
二
十
三
年
。
庶
民
の
生
活
は

た

加

藤

シ

ヅ

エ

さ

ん

。

足

を

痛

笑

い

。

大

変

な

の

に

議

会

で

は

問

題

に

め
て
車
い
す
で
登
場
し
た
が
九
第
一
回
選
挙
は
大
選
挙
区
連
も
し
よ
う
と
し
な
い
。
奥
む
め

十
六
歳
の
今
も
か
く
し
ゃ
く
。
記
制
だ
っ
た
の
で
、
大
抵
の
人
お
さ
ん
は
、
直
接
的
運
動
を
や

加
藤
さ
ん
は
こ
の
と
き
最
高
が
一
人
は
女
性
の
名
を
書
い
ろ
う
と
、
燃
え
な
い
マ
ッ
チ
追

点
当
選
、
ま
た
、
夫
・
勘
十
氏
た
。
「
三
十
九
人
も
当
選
し
て
放
入
会
を
や
っ
た
。
当
時
の
家

と
の
お
し
ど
り
当
選
で
さ
わ
が
一
番
驚
い
た
の
は
マ
ッ
カ

1
サ
庭
で
は
必
需
品
だ
っ
た
マ
ッ
チ

れ
た
。
「
戦
前
か
ら
帰
選
運
動
、

l
一
冗
帥
で
し
ょ
う
」
と
笑
っ
。
だ
が
、
配
給
の
晶
は
悪
く
て
な

産
児
制
限
運
動
を
し
て
い
た
の
つ
い
こ
の
閉
ま
で
無
能
力
者
扱
か
な
か
火
が
つ
か
な
い
。
中
村

で
名
前
が
知
ら
れ
て
い
た
の
い
だ
っ
た
女
性
が
こ
ん
な
に
た
さ
ん
ち
が
メ
ガ
ホ
ン
で
人
々
に

ね
。
金
を
つ
か
わ
ず
言
論
の
み
く
さ
ん
立
候
補
し
当
選
ま
で
す
大
会
の
こ
と
を
知
ら
す
と
、
主

で
当
選
し
ま
し
た
」
。
る
と
は
/
憲
法
制
定
委
員
会
婦
た
ち
が
粗
悪
マ
ッ
チ
を
抱
え

こ
ん
な
加
藤
さ
ん
も
自
分
が
に
加
藤
さ
ん
は
ぜ
ひ
入
り
た
い
て
ぞ
く
ぞ
く
集
ま
り
、
業
者
を

出
馬
と
は
考
え
ず
、
は
じ
め
勘
と
思
っ
た
。
封
建
的
家
族
制
度
あ
や
ま
ら
せ
、
良
い
製
品
と
取

十
氏
の
選
挙
の
仕
度
を
し
て
お
を
な
く
さ
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
り
替
え
さ
せ
た
。
乙
れ
が
「
主

り
、
総
司
令
部
の
人
に
い
つ
立
か
ら
だ
が
、
社
会
党
の
幹
部
に
帰
連
」
の
は
じ
ま
り
。
以
来
、

候
補
す
る
の
?
と
閣
か
れ
て
、
「
あ
な
た
は
日
本
の
家
庭
を
破
値
よ
げ
反
対
に
、
品
質
に
、
梢

あ
あ
そ
う
だ
、
と
思
い
つ
い
た
壊
す
る
つ
も
り
か
」
と
言
わ
れ
費
者
運
動
の
さ
き
が
け
と
な
る

と
い
う
。
司
会
の
永
井
多
恵
子
る
始
末
。
よ
う
や
く
委
員
会
に
運
動
を
続
白
る
。
昭
和
三
十
一

ウ

年
主
婦
会
館
を
建
設
。
集
ま
ろ

ト
う
に
も
場
所
が
な
い
悩
み

ゆ

|

。
女
性
た
ち
の
拠
点
づ
く

。
ス
り
の
ハ
シ
リ
だ
っ
た
。

，
四
十
年
代
を
語
っ
た
の
は
劇

画
家
の
池
田
理
代
子
さ
ん
。
当

時
、
教
育
大
の
学
生
。
学
園
紛

争
渦
巻
く
年
で
も
あ
っ
た
。

「
四
十
五
年
は
七
O
年
安
保
の

年
で
も
あ
り
、
万
博
の
年
o

H

万
博
μ

で
政
府
は
安
保
を
乗

り
切
れ
た
と
思
っ
て
い
る
」
。

開
館
イ
ベ

ン
ト
か
ら

は
じ
め
て
挫
折
感
を
味
わ
い
、

さ
ち
に
昭
和
四
十
七
年
の
浅
間

山
荘
事
件
で
「
学
生
運
動
の
行

き
つ
い
た
と
と
ろ
が
こ
れ
か
」

と
ま
た
挫
折
感
を
抱
い
た
。
し

か
し
、
池
田
さ
ん
の
作
品
の
下

地
に
は
当
時
の
思
い
が
あ
る
。

「
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
男
た
ち
の

女
性
に
対
す
る
意
識
の
古
さ
。

女
性
革
命
家
た
ち
は
悲
惨
な
結

束
に
陥
っ
て
い
る
」
。
女
性
の

視
点
で
登
場
人
物
を
つ
く
っ
た

「
ベ
ル
パ
ラ
」
吃
が
、
は
じ
め

雑
誌
の
編
集
部
は
グ
女
に
歴
史

物
な
ど
わ
か
る
は
ず
が
な
い
μ

と
連
載
に
半
信
半
疑
だ
っ
た
と

い
う
。五
十
年
代
は
国
際
婦
人
年
の

年
。
語
っ
た
の
は
金
平
輝
子
前

都
副
知
事
。
金
平
さ
ん
は
当
時
、

都
の
青
少
年
部
長
。
都
が
自
治

体
の
中
で
い
ち
阜
く
女
性
問
題

に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
当
時
の

美
濃
部
都
知
事
の
、
こ
れ
は
や

ら
ね
ば
な
ろ
な
い
と
い
う
意
気

込
み
だ
っ
た
。
「
ト
ッ
プ
の
判

断
は
大
き
い
」
。
そ
し
て
、
「
女

性
が
都
政
に
も
の
を
い
う
よ
う

に
な
っ
た
年
だ
っ
た
」
と
。

愚
後
に
六
十
年
代
は
講
談
師

の
宝
井
琴
桜
さ
ん
。
男
の
世
界

だ
っ
た
講
談
で
、
女
性
で
初
め

て
真
打
ち
と
な
っ
た
琴
桜
さ
ん

は
、
現
代
の
女
性
問
題
や
均
等

法
や
育
休
を
わ
か
り
や
す
く
創

作
講
談
に
し
た
「
山
下
さ
ん
ち

の
物
語
」
な
ど
で
ひ
っ
ぱ
り
だ

こ
の
人
気
。
今
、
講
談
師
の
世

界
は
、
女
性
の
方
が
五
劃
を
超

え
多
数
派
に
な
っ
た
の
だ
そ
う

で
、
満
場
の
参
加
者
か
ら
感
嘆

の
拍
手
が
送
ち
れ
て
い
た
。

子
供
に
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る

まろやかな味わいの中華風煮物の出衆上がり

【
作
り
方
】

①
ぎ
ん
な
ん
は
殻
を
む

き
、
ゆ
で
な
が
ら
薄
皮
を
と

り
、
叩
粒
残
し
て
、
後
は
ミ

キ
サ
ー
(
分
量
外
の
水
田
∞

を
加
え
る
)
に
か
け
る
。

③
大
根
は
丸
型
の
く
り
ぬ

き
器
(
直
管
。
叩
)
で
丸
く

く
り
ぬ
き
、
き
ゅ
う
り
は
皮

を
む
き
、

2
m
の
長
さ
に
切

り
、
両
端
を
面
取
り
し
な
が

ら
丸
く
整
え
、
両
方
と
も
色

ニュ

1
ハ
l
ベ
ス
ト
」
は
、
七

百
円
。
マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
の
技
術

者
が
、
直
接
海
外
の
現
地
で
晶

の
新
し
い
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ワ
イ
質
管
理
し
た
外
国
産
ワ
イ
ン

ン
「
マ
ン
ズ

・
ニュ

l
ハ
1
ベ
と
、
勝
沼
ワ
イ
ナ
リ
I
の
園
産

ス
ト
」
を
好
評
発
売
中
。
葡
萄
百
軒
ワ
イ
ン
を
ブ
レ
ン

乙
れ
ま
で
の
ワ
イ
ン
市
場
は
ド
。
乙
の
価
格
で
よ
り
高
い

低
価
格
が
売
れ
筋
だ
っ
た
が
、
「
質
」
と
「
味
わ
い
」
を
追
求

同
社
の
調
査
に
よ
る
と
、
最
近
し
た
。
商
品
の
裏
ラ
ベ
ル
に
は
、

で
は
、
多
少
価
格
は
上
が
っ
て
葡
萄
品
種
名
、
原
産
国
、
醸
造

も
お
い
し
い
ワ
イ
ン
を
求
め
て
地
を
明
記
し
て
あ
る
の
も
う
れ

い
る
と
と
が
分
か
っ
た
と
い
し
い
。
赤
、
白
、
ロ
ゼ
の
三
種

キ
ッコ
ー
マ
ン
株
式
会
社
で
う
。

類

。

は
、
フ
ル
ボ
ト
ル

(mH41)

現
在
発
売
中
の
「
マ
ン
ズ
・

キ
リ
パ
ス
の
巻
(9

タ
ビ
テ
ウ
ェ
ア
・
サ
ウ
ス

と
い
う
離
島
に
、
日
本
政
府

の
無
償
援
助
の
現
場
監
督
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
青
年
の
通

訳
と
し
て
行
っ
た
と
き
の
乙

と
で
あ
る
。

島
営
の
「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」

に
泊
ま
る
の
だ
が
、
パ
ン
ダ

ナ
ス
と
榔
子
の
木
で
作
っ
た

小
属
。
寝
室
が
三
つ
と
台
所

と
食
堂
が
あ
る
が
、
ト
イ
レ

と
行
水
の
小
屋
は
別
棟
。
井

戸
が
あ
る
が
、
ポ
ン
プ
の
ゴ

ム
が
す
り
切
れ
て
い
て
バ
ケ

ツ
一
杯
汲
む
の
に
三
分
く
ち

い
か
か
る
。

困
っ
た
の
は
食
事
。
魚
と

員
、
ぞ
れ
に
タ
コ
く
ら
い
し

か
な
い
の
に
、
乙
の
現
場
監

督
の
日
本
青
年
、
典
型
的
な

現
代
っ
子
、
魚
と
問
い
た
だ

け
で
顔
を
し
か
め
る
。
缶
詰

の
コ
ー
ン
ビ
ー
フ
ば
か
り
食

べ
て
い
る
。
ほ
か
に
持
っ
て

-
い
る
の
は
レ
ト
ル
ト
の
カ
レ

よ
り
高
い
「
質
」
と

「
昧
わ
い
」
を
追
求

マ
ン
ズ
・
ニ
ュ
ー
ハ
|
ベ
ス
ト

?
轟
緩
説

書
日ハ茂一一議「)

富
且
鳴
州
勢
副

よ
く
ゆ
で
る
。

③
か
に
の
身
を
ほ
ぐ
し
て

骨
を
と
り
、
ね
ぎ
、
し
よ
う

が
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

④
中
華
鍋
を
よ
く
熱
レ
、

油
を
入
れ
、
中
火
で
ね
ぎ
、

し
よ
う
が
を
妙
め
香
り
が
た

っ
た
ら
、
か
に
の
身
を
加
え

ス
l
プ
を
注
ぐ
。

⑤
ゆ
で
た
大
根
、
き
ゅ
う

り
、
ぎ
ん
な
ん
、
ミ
キ
サ
ー

に
か
け
た
ぎ
ん
な
ん
を
入

れ
、
塩
、
酒
で
調
味
し
中
火

で
日
分
ほ
ど
煮
、
大
根
が
柔

ら
か
く
な
っ
た
ら
水
溶
き
片

栗
粉
で
と
ろ
み
を
付
貯
る
。

(ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
〉出
始
め
の
ぎ
ん
な
ん
を
使

う
と
、
と
て
も
き
れ
い
な
グ

リ
ー
ン
に
仕
上
が
り
ま
す
。

タ
イ
ム
の
代
わ
り
に
ブ
1
ケ

ガ
ル
ニ
を
使
っ
て
も
良
い
で

し
ょ
う
。
(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
制
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
)

ー
と
ビ

l
フ
シ
チ

ュ
ー
五

袋
。
私
の
口
に
入
る
分
は
な

い
。
到
着
の
日
か
ら
私
は
食

料
探
し
に
か
け
ま
わ
っ
た
。

綾
ゆ

誰
か
が
網
を
担
い
で
漁
に

出
る
と
、
後
を
追
い
か
け
、

網
を
張
る
の
を
手
伝
い
、
一

匹
頂
載
す
る
。
い
つ
も
携
帯

し
て
い
る
刺
し
身
包
丁
で
早

品

サ)l-ボウ

速
刺
身
に
。
青
年
は
こ
わ
ご

わ
一
切
れ
口
に
し
た
。
目
を

つ
ぶ
っ
て
の
み
こ
ん
だ
。

親
切
な
コ
ッ
ク
の
お
ば
さ

ん
が
コ
イ
コ
イ
と
い
う
貝
を

探
っ
て
き
て
く
れ
た
。
ア
サ

リ
を
ペ
シ
ャ
ン
コ
に
し
た
よ

う
な
貝
で
と
て
も
お
い
し

い
。
青
年
は
、
初
め
の
日
は

食
べ
よ
う
と
も
し
な
か
っ

た
。
二
日
目
、
も
う
ほ
か
の

食
料
は
全
く
な
い
。
決
心
し

て
一
口
食
べ
た
。
に
っ
こ
り

お
い
し
い
と
い
う
。
そ
れ
か

ら
は
、
コ
イ
コ
イ
の
こ
と
ば

か
り
。資
材
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が

五
日
も
遅
れ
た
。
や
る
こ
と

も
な
い
、
食
べ
物
も
な
い
。

毎
日
、
引
き
潮
の
浜
辺
に
コ

イ
コ
イ
掘
り
に
出
か
貯
た
。

ス
プ
ー
ン
で
二
十
H
ン
も
掘

る
。
手
に
は
豆
、
え
り
首
は

直
射
日
光
に
さ
ち
さ
れ
、
恐

ろ
し
い
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
後
一
カ
月
以
上
も
ヒ
リ
ヒ

リ
苦
し
ん
だ
。

離
島
で
は
野
菜
も
果
物
も

全
く
手
に
入
ら
な
い
。
よ
う

や
く
カ
ボ
チ
ャ
の
芽
を
も
ら

っ
た
。
コ
イ
コ
イ
を
む
き
身

に
し
て
一
し
ょ
に
妙
め
て
食

べ
た
。
乙
ん
な
に
お
い
し
い

も
の
が
乙
の
世
の
中
に
あ
る

の
か
と
思
っ
た
。(
峰
岸
睦
子
)
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困
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日
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合
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d
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4円
4
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V
丹
沢
裕
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作
品
展

「地
球

に
や
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し
い
ペ
ー
パ
ー
ワ
ー

ク」却
日
附
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で
日
時
1
日
時

T
司
横
須
賀
・
東
京
ガ
ス
横
須

賀
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー

植
物
を
モ
チ
ー
フ
に
、
古
新

聞
や
牛
乳
パ
ッ
ク
を
再
生
し
た

H
紙
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か
ら
劃
作
レ
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、
切
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紙
と
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っ
た
作
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会
鱈
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2
日
出
叩
時
i
日

時
帰
選
会
館
出
品
は
食

料
、
衣
料
(
新

・
旧
)
、
日
用

雑
貨
、
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づ
く
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食
掌
ほ
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ザ
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円
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:
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V
み
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チ
ャ
リ
テ
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x
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a
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日
出
日
時

J
A
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P
U
B
-
D
O
L
P
H
Y
(ド

ル
フ
ィ

l
)

横
浜
の
下
町
、

野
毛
の
ジ
ャ
ズ

・
パ
ブ
で
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
に
。
ピ
ア
ノ
・
ラ
イ

ブ
も
あ
る
。
お
菓
子
、
食
べ
物

の
持
ち
込
み
大
歓
迎
チ
ケ
ッ

ト
料
金
・
・
・大
人
2
5
0
0円、

こ
ど
も
1
5
0
0円
(
チ
ケ
ッ

ト
申
し
込
み
は
日
月
別
日
ま

で
)
問
い
合
わ
せ
・
:
み
ず
ら
包
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5
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話もRTT ⑦ 

の支后・営業所の窓口へどうぞ。
明時~午櫨4時(月喧~壷唱)ただし.ホームファクス釘よぴ
斬へお問い合わせください.NTT通信慣器官襲支庖・嘗軍所
ぴ年末年始については.体織とさせていただきます.

、INSヰット刷、キャッチホン、プッシュ回線、フリー

(ファクシミリ通信網サービス)はNTTフレンドリー
でもお申し込みいただけま可九

@コース
もしもしキャッブGZ)
合針2.000名織
[対象商品1・テレチョイス

・NTTカードC(クレジyト通話サービス)

-応募方法 期間中、対象商品をお貰い上げ・お申し込みの際にお渡しする専用応募J

事項をこ'自己入のうえ、NTTの窓口に設置している応募箱に投函、もしくは郵送またはファク
スにてこ'応募ください。 116番(台紙っき電報は115番)にてお申し込みいただいた場合

(通信俊器を除く)は、官製ノ、力牛またはファフスにてご応募ください。こ・応募の際は、住

所、氏名、電話番号(電報をお申し込みの場合は発信した電話番号および日付)、お買い

上げ・お申し込みされた対象商品をこ記入ください。

平成7年11月1日協ー12月31日(日I(全国)

ハガキ/〒 131東京向島郵便局私書箱15号

NTTサンクスフェア「もしもし話せるジャン」プレゼント係
ファクス/03-3829-7998

平成8年l月15日開)当日消印有効[ファクスの場合は当日受付分有効]

厳正な抽選のうえ、ご当i撃者には賞品の発送をもって発表にかえさせていただきます。
なお、当選者名をNTT支庖窓口でも掲示させていただきます

・貧品1:写真と多少里弘る‘合が"ります 修岡崎嗣仁実施されるN門的悼の懸賞への番手加Uてき乍い‘舎が"ります

.l1li /111 
m応募先

-応募締切

.抽選・発表

-期 間 ・平成7年11月1日嗣-12月31日(目l

・応募方法 嗣 0120-394912にアクセスしていただき、ガイダンスに従って、電信の場合はrI 'Jを、ファクスの場合はr2lJをプッシュしてくださ
いプ yンユされた後、クイズのコースを選択していfこだき、クイズがスタートします。

[電おの喝合]全問タJアされた時点で、連絡先電話番号をプンンユ入力、住所、氏名を音声録音していただきます。

[ファクスの場合]問題兼回答用紙が送られてきます全問回答し、住所、氏名等の所定事項をご記入のうえ、.0120-394912

に7クセスしていただき、ガイダンスに従って、ファタス送fずしてくださt、。
・応募繊切平成7年12月31日(日) 当日受付分有効

・抽選・発表.厳正な抽選のうえ、ご当選者には賞品の発送をもって発表にかえさせていただきます。

減ダイヤル因縁由場合、こ利用になれない喝告があります凝固織が，1み合ってかかりlこ<<なる唱吉がニざいますあ勺かじ酌こ了承〈だきL、.

「クイズ・パラダイス」に闘するお問い合わせは函0120・394860までどうぞ。
畳付時間/午前l日時~午畳S時(月噌~金曜)土曜、日曜祝自および年末年歯について1:、体聾とさぜていただ』悼す.

サンタスフェア期間中[11/1附-12131(同]に、電話かファクスで通話料無料のフリー

ダイヤルにアクセス、ガイダンスに従って、クイズにチャレンジしてください。コースは

| アニメ・TVゲームコース 11 エンタテイメントコース 11 スポーツコース | 

の3コース、あなたの得意なジャンルで挑戦してねノ見事全開クリアされた方のなか

から、抽選で3.000名織に「全国百貨底共通商品券(5，000円相当)Jが当たります。

このチャンスにドンドン参加しようっ/


